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研究成果の概要（和文）：　発育期のタンパク摂取不良が味覚の発育に及ぼす影響について調査するため、胎生３日よ
り継続的に低カゼイン飼料を用いて飼育したラットに生後４５日より基本味に対する味覚嗜好性テストを２瓶法を用い
て行ったところ、イノシン酸ナトリウムに対する嗜好性に変化が認められたほか、塩酸キニーネの摂取量が減少した。
　実験結果の詳細は、２０１３/９月に仙台で行われた日本味と匂の学会第４７回大会にて発表を行い、日本味と匂の
学会誌２０巻３号にて公表した。

研究成果の概要（英文）：To investigate the effects of continuous protein restriction from the embryonic da
ys on the taste preference, we performed two-bottle taste preference test on the dietary casein restricted
 rats (CR) and rats Fed by normal food (Control). We examined the preference for salty (0.1M NaCl solution
), sweet (0.5M sucrose, 5mM Saccharin), bitter (0.04M QHCl) and umami taste (0.1M MSG, 0.1M IMP, 0.1M MSG+
0.1M IMP) versus distilled water. CR group prefer saccharin much more than Control group. In addition, CR 
group did not prefer simple substance of IMP compared with Control group. These results suggest that conti
nuous casein restriction at the developmental period may bring some alterations on taste preference and in
gestive behaviors.
These results were presented at the 47th annual meeting of the Association for the Study of Taste and Smel
l and were published in Vol. 20(3) of the Journal of the Association for the Study of Taste and Smell.
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１．研究開始当初の背景
 （１）
や過度のダイエットの弊害の問題などによ
り正しい栄養摂取のあり方についての関心
が高まっている。政府も食育基本法を制定し、
発育期に健全で正しい栄養摂取を行えるよ
う指標を提示している。
 栄養を正しく摂取し
には味覚が大きな役割を果たしている事は
言うまでもないが、発育期における栄養状態
と味覚受容機構の発達の関係については未
だに不明な点が多いのが現状である。
 
 （２）発生•発育段階でのタンパクの摂取
不足が、身体の形成のみならず中枢神経系の
形成に多くの影響を与え
おける神経伝達物質の分布に変化が認めら
れること、迷路を用いた観察による学習に
害を与える事や摂食時の新奇恐怖の欠如が
認められるなどの変化がみ
られている。
 
 （３）発生期の塩分摂取制限、タンパク摂
取制限等の
次中枢の発育に影響を与え、味刺激（特に塩
味）にたい
されている。
て、胎生３日より継続的に塩分摂取制限を施
したラットを作成し、
て末梢味覚受容器である味蕾を構成する細
胞のうち塩味や酸味を受容する
に特異的に発現する分子
がみとめられる事、塩味に対する嗜好性に変
化が起きる事などを明らかにし、報告を行っ
た。 
 
２．研究の目的
 本研究では、胎生期より継続的にタンパク
の一種であるカゼインの摂取を制限したモ
デルラットを作成し、発育期における低タン
パク状態が
味覚受容機構
よぼす
うな変化をもたらすのか
く事を目的とする。
 
３．研究の方法
（１）
ゼイン摂取制限飼料
を与え、その後、胎生期、
断乳後の仔ラットに対して継続的に
ン摂取制限飼料を用いて飼育した
摂取制限モデルラットを作成した。
として通常試料
用いて飼育したラットを用いた。
物作成のタイムスケジュールおよびカゼイ
ン摂取制限食と
示す。
お、本研究における動物の扱いは、大阪歯科
大学動物実験倫理規定に従って執り行った
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